
２０２３年春に植栽された中央通り線の街路樹も1年半が
経過しました。
植栽以降、毎月一度管理日を設け、草刈りや水やり、土
壌通気改善などをしながら、地域住民のご理解、ご協力の
もと、植栽管理を行っております。
お陰様で昨年よりもひと回り大きくなった街路樹は健全
に生育し、確実に存在感を増しています。
さて、この街路樹を管理する目的のために設立された、
特定非営利活動法人寄居の緑と空間を楽しむ会も設立３年
目になりました。現在は役員、正会員等含め、３０名弱の
メンバーで活動しておりますが、今後多くの方にこの活動
を知っていただきたいと思い、会報誌を発行することにな
りました。年間４回、我々の活動の紹介や街路樹管理の事、
関連するイベントの告知などを行なって参ります。
また、会員も随時募集しておりますので、今後ともどう
ぞよろしくお願い致します。

緑の会では、２０２４年秋より寄居駅南口ラウンドアバウト内の植栽工事とその定期管理を行うことになりました。
寄居駅から見下ろせる場所に位置するラウンドアバウトガーデンは、町を訪れた人々を華やかに出迎えるウエルカムガーデンです。

特定非営利活動法人寄居の緑と空間を楽しむ会（緑の会）は寄居駅
南口から荒川に続く中央通り線に、日本初の「在来種の寄せ植え街路樹」
を実現させるため結成されたNPO 法人です。寄居の自然とともに全
国の皆様が楽しんでいただける街路樹日本一の街を目指し、会員様が
参加可能な街路樹の管理作業を定期的に行っています。

Message

地域の環境に合う植物を選ぶことで、植え替えをせずとも長い期間楽しめ
る宿根草のガーデン。手入れはロングライフ・ローメンテナンスをモットー
に季節に応じて、草刈り、水やり、切り戻しなどを行っていく予定です。

冬を越して毎年花を咲かせる宿根草または多年
草の草花を主として、季節の移り変わる景色を創
出する「ナチュラリスティックガーデン」と呼ば
れる手法を用いて植栽を行います。その中にはオ
ミナエシ、ススキ、フジバカマなど寄居町の在来
種を多数取り入れ、昔から寄居やこの辺りに住ん
でこられた方に懐かしさを感じていただける景色
を目指しています。街路樹とも一体となり、里山
の豊かな自然を取り入れた植栽が、寄居町の景観
や風土に馴染みます。

寄居駅南口ラウンドアバウト



街路樹に植えられている樹種は、埼玉県
の森林に自生している樹木を中心に植えら
れています。気候風土に合った「在来種」
を使用することにより、生物多様性の保全に配慮
し、害虫の発生を抑える事が期待できます。

街中の環境は、乾燥や強風、日照りな
ど植物たちにとって大変厳しいもので
す。一本の木だけ植える街路樹より、高
木から中木・低木と寄せ植えにすること
で、植物同士が守り合いながら健全に生
育します。また、木々の根も絡み合う事
で、倒木の危険を減らしています。

伸びてきた草は高さを維持しながら根
を残し刈っています。むしらずに草の根
を残す事で土の流出を防ぎ、土中の微生
物を増やします。刈った草もマルチング
として土に還す、循環型の手入れをして
います。

在来種の木々を集めた寄せ植え街路樹
全国でも珍しい

寄居の緑と空間を楽しむ会は毎月第３木曜日に街路樹の定期管理作業を行
なっています。ぜひ一緒に作業しませんか？予約は不要です。当日１３：３０
に Yotteco（ヨッテコ）にお集まりください。作業時間は１時間ほどです。
街路樹の成長を一緒に体感しましょう！

区長会主催です。街路樹を解説付きで案内
します。当日１３：００YORIBAにて受付。

市街地や家庭の土に還らない落ち葉を集
め、Yotteco に持参、野菜や苗木と物々交
換します。詳細はHP ・インスタにて。

昨今の気候変動の中、街路樹の役割はとても大き
いものです。環境省のデータによると、街路樹の木
陰は猛暑の中では日射
が約８割減少し、体感
温度は約６℃下がるそ
うです。私たちの寄せ
植え街路樹はこれから
少しずつ大きくなり、
道ゆく人に涼を感じる
場所となるよう活動し
ています。
また、中央通り線の街路樹は12か所で 50種類以

上の植物が植えられています。若葉や紅葉、季節の
花など、四季折々常に見どころのあるように植物が
配置されています。

ホームページ インスタグラム

▲定期管理作業の様子。ただ作業するだ
けではなく、樹木についての知識も深め
ることができます。


